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詩の朗読における音声表現
一行と行間､連間に焦点をあてた分析的研究-
川田美里 (高松市立太田南小学校) 奥 忍 (岡山大学教育学部)
詩の朗読では ｢間｣が重要だと言われている.しかし､｢間｣がど4)ようにとられているかについては
不明である｡本稿では､朗読における ｢間｣の実態を明らかにするために､金子みす ヾの ｢私と小鳥と
鈴と｣の朗読の音声分析 と､｢間｣が聞き手に及ぼす感受の影響に関する認知実験を行った｡得られた成
果は以下の通 り｡
･大人の専門家の朗読では､行の所要時間や行間の ｢間｣が異な り､表現にメリハ リが感 じられる｡
･子どもの朗読は全体に速く､行 と行間との差が大人に比べて少ない｡ しかし､全体的な時間変化は
大人の専門家 と類似 したパターンをとっている｡
･聞き手は ｢間｣の微妙な変化を感 じ取っている｡たとえ短くても詩の内容に応 じて変化する ｢間｣
を好む者が多い｡機械的な ｢間｣では詩を十分に味わ うことができない｡
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Ⅰ.はじめに
詩の朗読では ｢間｣が重要だと言われている｡し
かし､多くの場合､｢間｣は読み手の直感によって把
握され､表現されている｡最近では音声表現の重要
性が再認識され､詩を朗読する機会も増えてきてい
るものの､｢間｣についての指導は経験則によってい
るのが実情である｡
本稿では､専門家と小学生の朗読における ｢間｣､
および ｢間｣が聞き手に及ぼす感受の影響を分析し
て､｢間｣の実態を具体的に明らかにすることを目的
とする｡この研究は､国語科における詩の朗読指導
/学習の基礎研究として位置づけられると共に､音
楽科における歌唱学習に関して､歌詞表現の視点か
ら示唆を与えるものである｡
国語科では､詩は小学校 1学年からで扱われてい
る｡これまで詩の学習は主として意味やイメージを
扱ってきた｡しかし､最近の音読重視の動向を受け
て､詩についても朗読が導入されている｡詩の朗読
は､詩を楽しみ味わう上で重要な学習と考えられる｡
詩を朗読し､音声表現することによって､詩からわ
き上がるイメージとリズムに向き合い､言葉の心地
よさやおもしろさに気付き､新 しい世界やものの見
方に出合 うことができると思われる｡
一方､音楽における詩の朗読は歌唱表現の基礎で
ある｡しかし､音楽科では､歌声を出すことを重視
する傾向が強く､詩を朗読したり､味わったりする
活動はほとんど行われていない｡音楽の授業では､
詩はまるで単なる受け皿にすぎず､上にのったごち
そ うである歌を良い声で歌 うことに集中している
ようである｡歌が詩から生まれている点がもっと重
視されてしかるべきではないだろうか｡詩の朗読 ･
音声表現学習の開発が臨まれる｡
そもそも､詩のリズムやイメージは声に出して表
現することで､より明確に現れる｡音声表現を追求
することによって､子どもたちはさらにイメージを
広げたり､より深い意味を捉えたりするようになる｡
詩の音声表現は､詩の内容理解と密接に結びついて
いるO
音声表現は､子どもの人間形成において重要な役
割を果たしている｡近年自分の思いを声に出して表
現できなかったり､話し言葉に問題があったりする
子どもが少なくない｡音声表現の学習によって､こ
どもたちが個性を発揮 し､豊かな表現能力を獲得す
ることができるのではないだろうか｡
では､自分の考えた詩の世界が相手に伝わるよう
に表現ためには具体的に何を工夫すればよいのだ
ろうか｡
本稿ではそのための基礎研究として､詩の朗読に
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おける ｢間｣を扱 う｡詩の行間や連間はどのように
表現されているのだろうか｡朗読を聞く者はそれを
どのように感受しているのだろうか｡具体的には､
金子みすずの ｢私と小鳥と鈴と｣を取り上げ､3つ
の実験によって ｢間｣の表現と感受を明らかにした
い｡第 1実験では､専門家による朗読の音声分析を
行い､第2実験では小学校 3年生の女児による朗読
を分析 して､大人の専門家との相違点を明らかにす
る0第 3実験では､これらの分析結果を基づいて朗
読のヴァリアン トを作成 し､大学生を対象に認知実
験を行 う｡
Ⅱ.金子みすヾの r私と小鳥と鈴と｣
この詩を選んだのは以下の理由による｡
･各行のモーラの数に変化が見られること｡
･第 1節と第2節が意味的にもモーラ的にも対に
なっていること｡
･連と連の間に2カ所の間があること｡
･′J､学校の国語の教科書に掲載されていること｡
以下に掲載する詩の各行頭につけられている数
字は､以後の分析や実験に用いるものである｡
⑩ ⑨ ⑧ (勤⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
???????
????
?
??????? っ
?
?
?? ????????? ?
?
????? っ???? ??? ???? ???????? っ ?
この詩の音声表現に際して重要と考えられるの
は以下の3点である｡
(1)｢私｣の存在 :
｢私｣は､｢私｣｢小鳥｣｢鈴｣の3つの比較物の
中で､題名においては冒頭に置かれている.しかし
ながら､第3連においては末尾に置かれているC加
えて､第3連において ｢それから｣という接続詞に
よって ｢私｣が強調されている｡｢私｣の捉え方が
詩の音声表現に影響すると思われる｡
(2)リズム感 :
この詩は4･4･5のモーラを基本リズムとして
おり､詩全体が統一されている｡しかし､第1連の
③と第2連の⑦で7･7に転じることによってリズ
ム感に変化が見られる｡この点の捉え方が音声表現
に影響すると思われる｡
(3)句読点 :
この詩ではレイアウトによって ｢連｣の間が示さ
れているばかりでなく､句読点によって｢行｣や｢語｣
の間を示している｡第2連の ｢わたしのように｣の
後に句読点がないことについて､平野通子は ｢その
ママ
まま次行に続くのは､『私』と 『すず』との 『唄う
たい』としての同一性を暗示しているのではない
か｣と述べている (平野 1999:62)O作者が表そう
とした ｢間｣をどのように感じ取り､いかに表現す
るかが朗読者にゆだねられている｡
Ⅱ.実験 1:朗読の専門家による音声表現の分析
1. 実験方法
1)分析対象 :表 1のCDである｡
衰 1 分析対象
No. 朗読者 CDタイトル 発行 発行年
1 下重暁子 くちずさみたくなる名請 海竜社 2004
2 中井貴意 私と小鳥と鈴と キングレコー ド 200才-
2)分析方法 :CDの朗読をSUGIAnalizerで分析し
た｡
3)分析結果 :各行の所要時間の変化を図1に､行
間の所要時間を図2に示す｡
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① ② ⑨ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
図1 各行の所要時間の変化
⑨ ⑩ 行
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① (参 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 行
② ⑨ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 間
図2 各行間の所要時間q)変化
2. 考察
1)全体の所要時間について
下垂暁子が(D-⑲の終わりまでに 44978msを事
しているのに対して､中井貴恵は37229mSであり､
やや短い｡この差は主として行間と連間の ｢間｣の
所要時間に起因している｡下重の場合､行対間の所
要時間の比率は全体で約 59:41､中井の場合 61:
38である｡
2)各行の所用時間の変化について
各朗読の特徴とその効果は以下の通りであるO
(1)下重暁子の朗読
･①-⑥まではほとんど変化がない｡このことによ
って言葉のまとまりのリズム感が際だっている｡
･言葉のリズムが7･7に転じる⑦では ｢あの/鳴
る鈴は/私のように｣というように2･5･7に
分節されている｡｢あの｣を強調することによっ
て ｢鈴｣と ｢私｣の相違を明確に出そうとする意
図が感じられる｡
･⑨-⑩はたっぷりと時間がかけられ､第 3連が強
調されていることがわかる｡
(2)中井貴恵の朗読
･①-⑧では変化がほとんどなく､一定のテンポが
保たれている｡
･第 3連では大きく変化がつけられているものの下
重と比べると変化の幅は小さい｡全体に変化を抑
えた表現になっている｡
3)各行間の所要時間の変化について
各朗読の特徴とその効果は以下の通りである｡
ぶりとられており､連のまとまりが非常に強調さ
れている｡
･第2連と第 3連の間を最大にとっていることから
第 3連を強調していることがわかるO
(2)中井貴恵の場合
･行の所要時間が下重に比べて少ない｡
･変化の付け方は下重より小さいものの､同種のパ
ターンを示している｡
以上､下重と中井の朗読の分析結果について述べ
てきた｡2名の朗読についての考察結果は以下のよ
うにまとめることができるだろうO
･言葉のある行に関しては､第1連､第2連におい
てはリズム感を大切にしながら､ある一定の速さ
を保ちつつ読む｡このなかで､革帯のリズムを感
じ取り､各モーラに大きく変化を持たせたのが下
重である｡表現にメリハリが感じられる｡
･行間の ｢間｣に関しては､連や行のまとまりを意
識して表現している｡変化の多いのは下重である｡
･第3連においては､｢間｣もこれまでより多く取
られている｡
これらから､専門家は強調したい内容が聞き手に
伝わるよう､行や行間の時間に変化をつけているこ
とがわかる｡
Ⅳ.実験 2:小学生のモデル朗読の音声表現の分
柿
では､′J､学生の朗読は､上記のような専門家の朗
読とどう異なるのだろうか｡ここでは､小学校3年
生による音声表現 (荒木茂 2000,付録CD)を対象
に音声分析を行 う｡
音響分析は実験 1と同様､SUGIAnalizerを用い
て行った｡その結果をについて本稿2で述べた専門
家による朗読結果と重ねて図3,4に示す｡
Ⅳ■
5000
4000
3000
200
(】.)下重暁子の場合
･第 1連では①-②と③-④を少なく､②-③を大 1000
きくとっている｡第2連でも同様のまとまりが見
られる｡このことによって､詩の意味のまとまり
が明確に表現されている｡
･第 1連と第2連の間､第2連と第3連の間がたっ
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 行
図3 小学生の朗読と下重･中井の各行の所要時間変化
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 行
② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑯ 間
図4小学生の朗読と下重.中井の各行間の所要時間変化
小学生によるCDの所要時間の特徴は以下のよう
にまとめることができる｡
･全体の所要時間は3076lmsであり､専門家に比べ
るとかなり短い｡
･行と行間の所要時間の比率が75:25であり､
行間の ｢間｣が短いことがわかる｡
･第3連において多少の強調が見られる｡
･第 1連を除いて､行の所要時間のパターンは専門
家と類似 している｡
･各行間の ｢間｣の取り方の傾向は専門家と類似し
ているものの､全体的に短く､差が少ない｡
以上から､連や行のまとまりが意識して表現され
てはいるものの､どの行も2秒以内で次行に続いて
おり､全体的に変化が少ないといえる｡
この朗読では､一つ一つの言葉が明瞭に正確に発
音されている｡にもかかわらず､詩の内容が十分に
表現されているようには感 じられない｡表面的な言
葉のリズムに流されているように感じられ､意味内
容が伝わりにくい｡
朗読の指導では､言葉の部分だけでなく､｢間｣
に対して子どもたちの関心が集まるような学習方
法の開発が必要であると思われるo
v.実族3 詩の音声表現についての感受性
これまで述べてきた行や行間の時間変化は､朗読
を聞く側にはどのように伝わるのだろうかO朗読で
詩の理解を深めるためには､大槻和夫も主張してい
るように､音声表現について感受性を育てることが
大切である (大槻 1995:)｡ リズム､テンポ､強
弱､声色などさまざまな音声表現の中で､本稿では
｢間｣を取り上げて感受性について実験を行 う｡
1. 実験方法
1)実験日的 :詩の行間､連間の ｢間｣が聞き手に
与える影響について明らかにする｡
2)実験期間 :2005年 12月15日-19日
3)被 験 者 :岡山大学教育学部及び他学部の学生
と大学院生 66名
4)実験素材 :下重暁子朗読のCD金子みすヾ｢私と
小鳥と鈴と｣をマザーとして､｢間｣を以下の(1)
- (3)のように変形させたヴァリアン トを作成
した｡実験ではグループごとに順序を入れ替え
た3種の録音が用いられた｡
(1)オリジナル
(2)オリジナルの各行間を均一3秒間にしたもの
(3)オリジナルの各行間の間を半分にしたもの
5)実験方法 :被験者は教室に集められ､次の手順
で質問紙に回答 した｡
(1)詩を1分間黙読する｡
(2) 3種の朗読を聞く｡各朗読を聞いた後に教官
の程度を五段階で評価しその理由を記入した｡
(3) 3種の朗読の中で最も心地よかったものの記
号を記した｡
6)実験用祇 :図4参照Q
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詩の音声表現に関する実験研究○ まず､以下の詩｢私と小鳥と鈴と｣を1分間黙読してくださいo次に3種類(A,B,C)の朗読を聞きますo各朗読は､行
間と連間の｢間｣の取り方が異なりますoあなたはどの朗読に共感しますか〇五段階で評価してくださいoまた､なぜ
そのように感じたか､理由を書いてくださいoなお､行ごとにつけられた番号は､理由を記入する際に利用してくださ
い○ 私と小鳥と鈴と 金子みすゞ① 私が両手を広げても､
② お空はちっとも飛べないが､
③ 飛べる小鳥は私のように､
④ 字面を早くは走れないo⑤ 私が体をゆすつても､
⑥ きれいな音はでないけど
⑦ あの鳴る鈴は私のように
⑧ たくさんなうたは知らないよo⑨ 鈴と､小鳥と､それから私､
⑲ みんな違って､みんないいo1)Aの朗読 最も共感できる やや共感できる どちらでもない やや共感できない 全く共感できない
2)Bの朗読 最も共感できる やや共感できる どちらでもない やや共感できない 全く共感できないl l I l l理由 l
3)Cの朗読 最も共感できる やや共感できる どちらでもない やや共感できない 全く共感できない
ー l l l lIL型 二〇 最後に､あなたにとって最も心地よかつた朗読はどれですかo A B C
図 4 実験用紙
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2. 実験結果と考察
各朗読について被験者の評価の分布を図5に示
す｡
図5から､｢オリジナル｣なものについては､｢最
も共感する｣｢やや共感する｣と評価した被験者が
多く､74%の被験者がこの朗読に共感していること
が分かる｡また ｢どちらでもない｣と回答した被験
者は3つの朗読の中で最も少ない｡このことは判断
を迷わなかったという意味で､｢オリジナル｣が被
験者にとって最も評価判断が易しい朗読であった
といえる｡
｢半分の間｣については､｢最も共感する｣｢やや
共感する｣と評価 した被験者が多く､65%の被験者
がこの朗読に共感を示している｡｢最も共感する｣
と評価 した被験者は｢オリジナル ｣よりも4%多い｡
凡三 雲書芸慧言霊
⊂コ どちらでもない
例日
やや共感しない
23 ] 全く共感しない
オリジナル
半分の間
均等の間
原因は不明である｡
｢均等の間｣については ｢やや共感しない｣｢全く
共感 しない｣と評価 した被験者が多く62%の被験者
が共感していない｡また ｢最も共感する｣と評価 し
た被験者は､他の朗読に比べて著しく少ない｡
図6は3種の朗読から｢最も心地よい｣ものを選
んだ被験者の回答の比率を表している｡｢オリジナ
ル｣を選択した被験者は全体の 61%､｢半分の間｣
は30%､｢均等の間｣は6%であった｡
51 7
図5 五段階評価の結果 (%)
図6 長も心地よい朗読 (ち)
図5､6から ｢均等の間｣に対する被験者の評価
が良くないことは確かである｡｢オリジナル｣と｢半
分の間｣については評価が共通している被験者が多
い｡しかし ｢最も心地よい｣朗読としてはより多く
の被験者が ｢オリジナル｣を選択している｡
ではなぜ被験者がそれ らの朗読に共感を示 した
のか｡理由に関する自由回答を整理して表2-1-3
に示す｡
表2-1,2を見ると､｢オリジナル｣と｢半分の間｣
について意見が分かれていることがわかるD｢半分
の間｣では､間が短縮されてはいるもののそれは意
味のまとまりごとにとられている｡｢共感できない｣
と回答した被験者の多くは､意味のまとまりではな
く､テンポに評価の視点をおいている｡詩の言葉を
味わいながらゆったりと表現するか､詩のリズム感
を生かし､テンポよく表現するかは､詩のイメージ
の描き方によって変わってくるだろう｡また､｢半
分の間｣では ｢オリジナル｣よりテンポが速いこと
で､第3連がより強調されているように感じた被験
者も多かったようである｡この結果は､被験者が読
み手の伝えたい内容を感 じ取ろうとしていること
の表れだと考えられる｡
以上の結果は､読み手が伝えたいことを表現する
際には ｢間｣が重要であり､｢間｣を感じ取ること
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で詩をより深く味わえることを示唆 している｡｢間｣
は音声表現に於いて､リズムやテンポを作り出し､
詩が持つ意味を左右する大変重要な要素であると
いえるだろう｡
表2-3､｢均等の間｣では､被験者は理由を様々
な言葉で回答しており､不快感を覚える被験者まで
存在する｡これは､自分が考えた意味のまとまりや
表現と朗読 との間の不一致によって引き起こされ
ていると考えられる｡詩の意味を無視した画一的な
間の取 り方によって､聞き手は内容を味わうことを
妨げられたといえる｡
表 2-1 オリジナルに対する破壊者の反応
反応の種別 理 由
間 共感 ･聞き取りやすい間の取り方であるo
･各行間､連間の間が長す ぎず短すぎず最適であるo
･間の取 り方が自然で違和感がないo
･流れるような感 じがするo
･①②､③④o⑤⑥の間がだんだんと長くなっているo
･⑨⑩の間が一呼吸おかれた感 じで引き締まるo
･第 1連から第2連の間より､第2連から第3連の間の方が長く､変化があるo
批判 ･②③の間が長すぎるように感じるO .④⑤の間が長すぎる
･①②､⑥⑦の間が長すぎるO .重々しい感じがするo
･だらだらしているO .テンポが遅い
･単調な感 じがする 一スピー ドがうざいo
間の意味 共感 ･詩全体が掴みやすいo
･連間の間が充分とつてあり､一つ一つの言葉をしっかり伝えているo
･①②､③④､⑤⑥､⑦⑧など意味のまとまり毎に読んでいるo
･②③の間がたっぷ りとあり､●意味が考えやすい○
･第3連を強調 している○
批判 ･まとまり感はあるが､もう少し速く読んでほしいo
その他 共感 ･自分の感覚とほぼ同じであるo
･優 しい感じがこの詩にふさわしいo
･気持ちがこもっている○
批判 ･抑揚が感 じられないo
･声が暗く､のっぺ りしている○
表2-2 r半分の間｣に対する被鼓者の反応
反応の種別 理 由
間 共感 ･詩のリズム感が出ているo
･テンポがよく､聞きやすいo
･行間に変に間がなく､流れるように聞こえるo
･軽やかな感 じで楽しい感じがするo
批判 ･テンポが速いO .焦っている感 じがするo
･全体に速いO .せかせかしているo
･間が少ないO .ただ読んでいるだけであるo
･詩独自の間が感 じられず､味わえない O .単調であるo
･②③､⑥⑦の間が短すぎるO .もつと余韻を感じたいo
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間の意味 共感 ･第3連が強調 されているo
･連のまとまりがよく分かるo
批判 ･どこが大事かわからないo
･言葉を大切にしていないo
表 2-3 ｢均等の間｣に対する被験者の反応
反応の種別 理 由
間 共感 ･間の取 り方にリズムがあって聞き取 りやすいo
･各文の情景を想像する時間があるo
･自分が読み返すだけの間があるo
批判 ･行毎にぶっつ り切 られているO .とぎれている感 じがするo
･機械的であるO .間延びした感 じがするo
･間がありすぎてだるい感 じがするO .間が長くて気持ち悪いo
･もたもたしているO .居心地が悪い感 じがするo
･テンポが悪いO .不気味であるo
･淡々としているO .自分の感覚より遅いo
･間が不自然ですっきりしないO .間が長 くてじれったいQ
･自分の期待よりも言葉が遅いO .行間と連間の差を感 じない○
･行間を短く､連間をもつとあけてほしいO .前の言葉を忘れてしま う
間の意味 共感 ･意味も伝わり､安心して聞くことができるo
丁⑨⑩が強調 されているo
批判 ･間が一定のために内容の変化が伝わらないo
･間が長すぎてつなが りが悪いo
･行間の間が一定で無機質に聞こえるC
･言葉のつながりが見えないo
･意味が無視されているo
･文を目で適わないと意味が分からないo
･①②､③④､⑤⑥､⑦⑧の意味のつながりが分からないo
Ⅵ.まとめ
詩の朗読について､専門家による朗読では詩の内
容を伝えるために行や行間の時間変化が大きいこ
とが音声分析によって明らかになった｡認知実験で
は､聞く者が微妙な行や行間の時間を聞き取ってお
り､｢間｣のとり方が詩の理解､心地よさに大いに
関係することが明らかになった｡
一方､小学生の朗読では､全体として､｢間｣の
所要時間よりも行の所要時間の方が多かった｡発音
されている行の部分では専門家 との相違はあまり
見られない一方で､行間の｢間｣の取り方が少なく､
連間では専門家との間に大きな差が見られた｡この
ことが､小学生の朗読について意味内容が伝わりに
くくしている原因と考えられる｡
このような朗読を､実験 3の結果と合わせ見ると
き､微妙な ｢間｣の相違が聞き手にとって意味内容
を伝え､心地よく感 じられる表現となっていること
がわかる｡
｢私と小鳥と鈴と｣は ｢言葉遊びの詩｣ではない｡
したがって､言葉の外在律よりはむしろ､意味内容
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詩の朗読における音声表現
が伝わるように指導するべきであろう｡子どもたち
が想像力を働かせながら､詩の内容に対する独自の
イメージをふくらませ､豊かな表現ができるような
指導が望ましいと考えられる｡そのためには､専門
家による朗読に見られた行の緩急や行間における
｢間｣の取 り方に注意がさらに払われるべきであろ
う｡
歌唱表現の場においては､｢間｣を重視 した朗読
を導入することによって､歌詞の内容把握が深まり､
よりイメージ豊かな表現に結びついていくと思わ
れる｡
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